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336 複合地区 第 63 回年次大会 
平成 29 年 5 月 14 日(日) 呉市総合体育館 

   

未 来 へ つ な ぐ 奉 仕 の 心 (
倉 敷  Ｌ  Ｃ  

 スローガン ) 
 

『 地 域 に 新 た な 風 を 』 (
336－ B 地区  

 スローガン ) 
 



 

 

会長 藤原京子 

この 1 年、会員の皆様、事務

局の後藤さんには本当にお世

話になりました。無事に任期を

全うすることが出来、ほっとす

ると同時にたくさんの貴重な

体験をする機会を与えられ、心

から感謝しております。昨年の

年初、会長に内定され戸惑いな

がらも少しづつ覚悟を決め、7 月に第 60 期がスタート

した時は、果して私にやり通すことが出来るのかと不

安でいっぱいでした。創立 60 周年という記念の年であ

ることも重責を感じる大きな要因でした。しかしいざ

スタートすると会員の方々があらゆる角度から支えて

下さり、大きく道をはずすことなく、ゴールにたどり

着くことが出来ました。この１年振り返りますと会長

スローガンを「未来へつなぐ奉仕の心」として活動し

て参りました。先人たちが築いて来られた奉仕への熱

い思いを次世代へつないでいく事こそが、今の私達へ

の重要な課題であると考えております。今後皆様方と

共に楽しく意義あるライオンズライフを送って行きた

いと思っております。この１年間会員の皆様には通常

の例会、委員会に加え周年委員会と大変ご負担をおか

け致しました。皆様方の御協力、お力添えを心より感

謝申し上げ退任の挨拶と致します。 

幹事 石伊繁文 

まさにこの 1 年間は無我

夢中での日々と感じました。

藤原丸の船長について行く

のが精一杯で更には 60 周年

記念式典への準備対応等、入

会出戻り 3 度目の初心者に

は、荒波にて激しい船酔いに

襲われ、良い体験ができまし

た。会長始め諸先輩方々の心

温まる御助言、御指導により、やっとライオンズクラ

ブの役割、綱領、流れが少し理解-把握出来ました。会

長のバイタリティーは何処から来るのか？矢張り倉敷

ライオンズを心より愛されているんだと思いました。

先見性と行動力は見習うべき事が多く、良い体験も他

クラブとの交流にて学びました。先般の 5R-1Z ガバナ

ー諮問委員会に於いても、枦元 ZC 始め皆様より 60 周

年記念式典の素晴らしさとお褒めの言葉を多数の方よ

り頂戴しみよりにつきました。要するに私共倉敷ライ

オンズメンバーが常にリーダーとして先導する立場で

有り、他クラブの方々もそういう目線で凝視している

事が分かりました。節目の年の幹事として 1 年間至ら

ない面が多く、気配り不足を反省し御迷惑をお掛け致

しました。大任を終える事と成り全員皆様方の御支援

ご協力に感謝し心より御礼申し上げます。 

 

 

 

会計 川崎 博 

昨年 6 月会計は重要な役職と

いう自覚のないまま就任してし

まいました。例年どうり、太鼓を

叩いていればよいと思っていた

のが間違いで、今年度は 60 周年

事業が始まる年でした。委員会も

一般運営会計と周年事業会計が

混在してしまい会計処理が不明

瞭になり、申し訳ございませんでした。様々な 60 周年

前期事業も 5 月 14 日までに無事終わり、理事の方々

や事務局の後藤さん又会員の皆様に助けられ、何とか

役目を果たせたのかなと感謝致しております。この貴

重な体験を基に今後のライオンズクラブの活動に活か

して行きたいと思いますのでご指導ご鞭撻の程、宜し

くお願い申し上げます。 

 

YCE 国際関係委員 小川洋一 

昨年 5 月のガバナー諮問委員

会にて、倉敷東 LC の委員から

業務を引継いで、最初の仕事が

台湾からの学生受入れでした。

その節は、メンバーの皆様方に

は大変なご協力ございました。

委員として、夏の蒜山キャンプ

と冬の新見キャンプ付き添い、

夏と冬の学生受入れ結果発表会、受入れオリエンテー

ション、2 回のキャビネット会議等に出席しました。

また、当クラブの 60 周年記念事業では、地区委員とい

うことで来賓扱いしていただき恐縮致しました。それ

にしてもスケールの大きい素晴らしい大会でしたね。

その他、私事ですが毎月の倉敷 LC 計画委員及び 60 周

年事業式典・祝宴・会場委員長としての会議、倉敷市

国際交流協会会長として交流事業への参加など、超多

忙な一年でした。そして、ラインズクラブの為、地区

委員という異なった立場から仕事ができ、他地区の事

情やキャビネットの事も分かってきて、充実した一年

でもありました。 

 

GLT メンバー 中井大介 

このたび 336-B 地区 GLT メ

ンバーを無事に退任いたしま

した。倉敷 LC 認証 60 周年を

記念する華のある年に地区委

員として働かせて頂いたこと

は大変幸運なことでした。ライ

オンズの精神を学ぶ機会が与

えられ、価値ある出会いに恵まれました。地区へと押

し出して下さった倉敷ライオンズクラブのみなさまに

心から感謝申し上げます。 



 

 

森川政典 

メンバースピー 

チでは、特にコン 

サート委員長とし 

て紙芝居をご用意 

させていただき、 

振り返りをさせて 

いただきました。 

60 周年記念事業 

に相応しいウィー

ン少年合唱団コンサートに 600 名余りの小学生、

父兄のみなさんをご招待でき、子どもたちへの夢

や希望を与えることにつながったのではと感じて

います。朝日塾小学校の斉藤校長先生より、御礼

のお手紙を頂戴しました。その中で、今回は 4 年

C 組石井佑奈さんのお手紙を紹介させていただき

たいと思います。       (記：森川政典) 

 

 

終身会員 國富.L を偲んで 
倉敷ライオンズクラブ 60 周年 

記念式典行事が無事成功に終 

えた翌日 15 日午後 3 時 1 分 

御逝去されました。式典終了 

をお待ち戴いたかの如く突然 

の終焉を･･･。國富.L の配慮と 

気遣う生前の姿が想い浮かびます。 

国文学の教諭として永年教壇に立たれていて「育て

た様に子は育つ」と教えて下さいました。平成 9年

ライオンズクラブに入会され、20 年間ライオンズ

精神を前面に醸し出し、ライオンズを愛し知性を高

め、社会奉仕に精進頂きました。心から國富.L の

御冥福をお祈りいたします。拝礼。(記：石伊繁文) 

 

退会の挨拶 
～約 9 年間感謝でいっぱい～ 

 
会員皆様には大変お世話になりました。55 周年、そ

して 60 周年のお手伝いが出来ました事、思いで深い

LC 生活を過ごすことが出来ました。倉敷 LC益々の飛

躍、ご健勝ご多幸を心よりお祈り申し上げます。 

「未来へつなぐ奉仕の心」 ～We Serve!!～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の『336

複合地区年次

大会』は、呉

市で開催され

ました。倉敷

ライオンズク

ラブの認証

60 周年記念

事業と重なり、

5 月 14 日だけの出席となりましたが、金光さん、増

井さん、中桐の 3 名で出席しました。総会・記念式

典が終了後、余った時間を利用して、呉港～音頭エ

リアの観光に出かけました。かつて戦艦「大和」を

建造した造船所や迫力満点の潜水艦、そして行きか

う船を見ながら、潮風が歴史の香りを運んできてく

れる。そんな呉港周辺をゆっくり散策できた一日で

した。              (記：中桐潔) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月第二例会で 

閉会の挨拶をする増井.L 

5 月誕生祝 

5 月結婚祝 




